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年頭の御挨拶

明
け
て
間
も
な
い
一
月
六
日
午
 
を
推
進
致
し
ま
す
。
そ
の
内
、
 

前
十
時
よ
り
『
伊
方
地
区
閉
山
 
三
十
九
年
度
分
と
し
て
事
業
費
 

炭
坑
水
道
地
鎮
祭
』
が
水
源
地
 
約
三
千
万
円
の
エ
事
が
早
A

に
 

で
あ
る
白
髪
川
と
英
彦
山
川
の
 
着
エ
さ
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
 

合
流
地
点
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
 

こ
れ
が
完
成
の
暁
は
、
八
幡
 

伊
方
地
区
住
民
の
多
数
の
与
 
町
、
鶴
ケ
丘
、
大
正
町
‘
東
区
 

望
を
担
っ
た
事
業
で
あ
る
だ
け
 

山
の
手
、
後
谷
、
犬
星
等
の
 

「
伊
方
地
区
閉
山
炭
坑
水
道
 

地
鎮
祭
挙
行
さ
る
」
 

に
来
賓
多
数
の
御
参
加
を
得
て
 
水
問
題
が
解
決
し
、
い
ま
よ
り
 

厳
粛
か
つ
盛
大
裡
に
地
鎮
祭
と
 
地
域
住
民
多
く
の
期
待
が
寄
せ
 

終
了
し
ま
し
た
。
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

御
参
考
ま
で
に
申
上
げ
ま
す
 

完
成
の
あ
か
つ
き
ま
で
町
民
 

と
、
こ
の
上
水
道
の
総
事
業
費
 
各
位
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い
 

は
約
一
億
七
千
万
円
で
、
昭
和
 
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

三
十
九
年
度
及
び
四
十
年
度
の
 

ー
ニ
ケ
年
で
完
成
を
目
標
に
事
業
 

明
け
ま
し
て
御
目
出
度
う
こ
ざ
い
ま
す
 

“
一
歩
一
歩
難
問
題
の
 

解
決
に
全
力
を
尽
し
ま
す
”
 

方
城
町
長
 

方
城
町
の
皆
様
、
新
年
明
け
 

ま
し
て
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
 

す
。
私
は
町
長
の
倉
石
文
夫
で
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
家
庭
に
於
か
れ
ま
 

し
て
も
一
家
団
楽
の
う
ち
に
新
 

し
い
希
望
と
発
展
に
満
ち
あ
ふ
 

れ
る
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
 

倉
 

石
 

文
 

夫
 

と
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。
年
改
 

ま
る
と
共
に
人
心
も
一
新
し
、
 

天
地
自
然
‘
亦
一
段
と
瑞
気
に
 

満
ち
生
A

発
展
し
て
い
ま
す
。
 

省
み
ま
す
に
、
隆
盛
を
極
め
 

た
石
炭
産
業
も
昨
年
七
月
方
城
 

炭
坑
閉
山
を
最
後
に
吾
が
町
に
 

於
け
る
唯
一
の
産
業
も
終
止
符
 

長
 

町
 

石
 

倉
 

を
打
た
れ
ま
し
た
。
 

此
の
代
替
振
興
策
と
し
て
、
 

工
場
誘
致
の
運
動
を
展
開
し
阪
 

神
万
面
の
各
工
場
と
種
A

折
衝
 

の
末
、
幸
い
に
、
大
阪
製
缶
ナ
 

」
ワ
工
業
株
式
会
社
及
び
清
原
 

電
機
工
業
株
式
会
社
の
両
工
場
 

誘
致
の
契
約
が
決
定
し
明
吾
い
 

？

「

‘

 

見
通
し
の
t
と
に
着
々
准
一
 

中
 

で
あ
り
ま
す
、
之
が
実
現
ぐ
を
見
 

ま
す
れ
は
、
先
に
誘
致
第
一
号
 

の
新
日
本
編
物
工
場
と
併
せ
て
 

今
後
、
方
城
町
発
展
の
基
礎
工
 

場
と
な
る
事
は
間
違
い
な
い
も
 

の
と
思
い
ま
す
。
 

尚
，
多
年
に
渉
る
悲
願
と
も
 

申
す
べ
き
弁
城
ダ
ム
建
設
事
業
 

も
着
々
進
渉
し
本
年
中
に
は
完
 

成
し
ま
す
。
 
や
が
て
は
あ
の
山
 

裾
に
「
十
数
万
屯
の
満
A

た
る
 

水
を
湛
え
る
時
、
過
去
に
見
る
 

が
如
き
大
干
魅
も
皆
無
と
な
り
 

昭
和
四
〇
年
二
月
一
日
を
期
し
 

て
、
農
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
こ
 

の
調
査
は
、
農
業
や
農
家
に
関
 

す
る
全
国
的
な
調
査
で
、
国
勢
 

調
査
に
つ
ぐ
大
規
模
な
調
査
で
 

す。 

こ
の
農
業
セ
ン
サ
ス
は
五
 

年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
五
年
前
の
昭
 

和
冊
五
年
二
月
に
も
一
九
六
〇
 

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
と
い
 

う
名
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
こ
 

の
調
査
は
、
農
林
省
が
都
道
府
 

県
、
市
町
村
に
お
願
い
し
て
行
 

う
も
の
で
当
町
に
於
い
て
も
既
 

に
二
六
名
の
調
査
員
が
決
定
し
 

実
際
の
調
査
を
担
当
し
て
も
ら
 

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
四
 

〇
年
の
二
月
一
日
前
後
す
べ
て
 

の
農
家
を
調
査
員
の
方
が
調
査
 

I 

の
た
め
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
 
で
」
・
。
農
業
セ
ン
サ
ス
の
統
計
 

て
い
ま
す
。
 
農
業
セ
ン
サ
ス
は
 
は
、
農
林
省
で
今
後
の
農
業
を
 

統
計
法
に
も
と
づ
く
指
定
統
計
 
ど
の
方
向
に
も
っ
て
い
く
の
が
 

で
す
か
ら
、
農
家
の
方
が
そ
の
 
よ
い
か
、
農
家
の
生
活
を
豊
か
 

さ
い
申
告
し
た
内
容
は
、
き
め
 
に
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
と
 

ら
れ
た
統
計
を
作
る
目
的
以
外
 
い
う
方
針
を
き
め
た
り
、
そ
れ
 

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 
に
沿
っ
て
実
際
の
農
政
を
実
施
 

一
九
六
五
年
中
間
農
業
セ
ン
サ
ス
 

実
施
に
あ
た
つ
て
 

ん
。
ま
た
課
税
の
た
め
な
ど
に
 

こ
れ
を
使
う
こ
と
は
法
律
で
厳
 

禁
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
す
る
 

内
容
は
農
家
の
人
達
の
性
別
、
 

年
令
、
働
き
方
な
ど
、
経
営
耕
 

地
の
面
積
や
利
用
の
状
態
、
家
 

畜
や
機
械
の
所
有
状
況
、
農
業
 

の
た
め
雇
っ
た
人
の
こ
と
な
ど
 

す
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
 

こ
の
統
計
は
都
道
府
県
や
市
町
 

村
が
今
後
経
済
計
画
を
立
て
た
 

り
、
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
、
き
 

め
の
細
か
い
農
政
を
実
施
し
て
 

い
く
う
え
に
巾
広
く
活
用
さ
れ
 

る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
き
い
 

セ
ン
サ
ス
の
統
計
は
客
観
性
の
 

「

一

 

一
 

一
 

」

‘
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弁
城
地
区
全
農
家
は
永
久
に
安
 

心
し
て
農
業
に
い
そ
し
む
事
が
 

出
米
 
祖
先
以
釆
数
百
年
に
渉
 

る
難
問
題
も
こ
れ
が
解
決
を
見
 

て
此
の
上
な
く
喜
は
し
い
事
と
 

存
じ
ま
す
。
 

弁
城
小
学
校
に
は
昨
年
末
、
 

学
校
プ
1

ル
の
完
成
と
引
続
き
 

鉄
筋
二
階
建
て
八
教
室
の
新
建
 

築
も
九
月
に
完
成
し
理
科
教
育
 

の
漠
範
校
、
弁
城
校
と
し
て
の
 

面
目
を
一
新
い
た
し
ま
し
た
。
 

県
外
各
地
よ
り
続
々
と
見
学
に
 

来
校
し
て
居
り
ま
す
。
 

ま
た
、
伊
方
小
学
校
内
に
は
 

近
隣
に
比
類
の
な
い
新
施
設
を
 

誇
る
給
食
セ
ン
グ
ー
も
完
成
し
 

町
内
各
校
共
に
完
全
給
食
を
 

実
施
し
児
童
、
生
徒
の
食
生
活
 

の
正
し
い
指
導
と
健
康
増
進
を
 

計
っ
て
参
り
ま
し
た
。
 

我
が
町
が
誇
る
道
徳
教
育
の
 

地鎮祭くわ入れの儀 

模
範
校
で
あ
る
中
学
校
に
も
、
 

新
し
く
相
撲
道
場
の
完
成
を
見
 

こ
れ
ま
た
体
位
向
上
の
一
環
 

と
し
て
役
立
つ
も
の
と
楽
し
み
 

に
な
り
ま
す
。
 

本
年
は
伊
方
小
学
校
に
特
別
 

教
室
建
設
の
意
欲
を
燃
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

次
に
全
町
民
待
望
の
飲
料
な
 

の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
一
 

昨
年
以
来
陳
情
中
の
処
、
昨
年
 

春
以
来
議
会
共
々
、
猛
運
動
の
 

結
果
、
国
の
補
助
金
の
決
定
を
 

み
る
事
が
出
来
て
、
幸
い
に
も
 

伊
方
上
水
道
の
工
事
着
手
の
運
 

び
と
な
り
ま
し
た
。
 
ニ
ケ
年
継
 

続
で
、
総
事
業
費
は
約
一
億
七
 

千
万
円
で
、
そ
の
内
、
三
十
九
 

年
度
分
事
業
費
約
三
千
二
百
万
 

円
は
正
月
早
々
工
事
に
着
手
し
 

引
続
き
同
四
十
年
度
分
事
業
費
 

約
一
億
四
千
万
円
で
着
工
し
、
 

あ
る
も
っ
と
も
信
頼
度
の
高
」
ノ
 
×
 
民
の
方
女
は
い
ま
、
で
の
 

も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
 

水
苦
労
を
昔
語
り
に
し
て
喜
び
 

統
計
調
査
と
い
う
も
の
は
多
軸
H
旬
っ
て
お
り
ま
す
。
 

の
人
A

の
地
味
な
努
力
と
た
く
 

今
後
地
元
住
民
の
方
々
は
こ
 

さ
ん
な
経
費
を
必
要
と
十
る
も
 
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
充
 

の
で
す
。
 
こ
の
た
め
に
も
正
確
分
な
る
配
慮
を
お
願
い
す
る
次
 

な
調
査
に
も
と
づ
く
正
し
い
統
 
第
で
す
。
 

計
が
で
き
上
ら
な
け
れ
ば
な
勇
ー
 

ま
せ
ん
。
 
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
 

立
派
な
統
計
が
で
き
上
る
こ
と
 

を
大
勢
の
人
達
が
期
待
し
て
尻
 

守
っ
て
い
ま
す
。
 
一
九
」
ハ
五
年
 

中
間
農
業
セ
ン
サ
ス
を
成
功
さ
 

せ
る
た
め
に
は
調
査
を
す
る
立
 

場
の
人
と
調
査
を
さ
れ
る
立
場
 

の
人
の
両
方
の
協
力
が
必
要
与
」
 

あ
り
ま
す
の
で
農
家
の
皆
さ
ん
 

方
の
心
か
ら
の
ご
協
力
を
お
廓
 

い
致
し
ま
す
。
 

経
済
課
 

」
，
ニ
ニ
一
；
，
ゴ
i
 
三
一
三
ビ
ー
ー
 

」
「
；
．
ゴ
Iニ
 
ニ一 

一
，
？
『
三
一
．
ニ
ど
？
，
ニ
」
 

「
大
黒
地
区
簡
易
水
道
竣
工
式
 

挙
行
さ
る
」
 

永
年
．
大
黒
地
区
住
民
の
待
 

望
の
的
で
あ
っ
た
簡
易
水
道
の
 

竣
ユ
式
が
新
春
間
も
な
い
一
月
 

六
日
午
後
二
時
ょ
り
現
地
に
於
 

い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

工
費
九
十
万
円
で
、
こ
れ
の
 

完
成
に
よ
り
約
四
十
世
帯
の
水
 

問
題
が
完
全
に
解
決
し
住
 
、、J 簡易水道竣工式 

Iー
 

ー
●
‘
‘
》
‘
I
ー
 

ー 

‘
ー
 

'

‘

》

 

「
郵
便
貯
金
を
通
 

じ
て
み
た
貯
金
の
 

歴
史
」
 

一
、
郵
便
貯
金
ニ
兆
円
 

ま
で
の
歩
み
ノ
・
 

1
、
明
治
八
年
末
（
郵
便
貯
金
 

創
業
の
年
）
 

一
万
五
千
「
百
二
十
四
円
 

（一、 

八
四
三
口
座
）
 

※
当
時
の
大
工
さ
ん
の
賃
金
四
 

十
三
銭
、
米
一
升
七
銭
ニ
厘
 

2
、
明
治
ニ
十
七
年
末
（
日
清
 

戦
争
）
 

二
千
五
百
九
十
万
円
 

3
、 
明
治
三
十
七
年
二
月
末
 

（
日
露
戦
争
開
戦
）
 

（
三
百
三
・
エ
ハ
万
口
座
）
 

4
、
大
正
十
」
年
末
（
九
月
一
 

日
関
東
大
震
災
）
 

十
一
億
百
六
十
五
万
円
 

※
無
通
帳
に
て
も
非
常
災
害
払
 

を
実
施
。
絶
大
な
信
用
を
得
し
 

5
、
昭
和
二
年
三
月
末
（
金
融
 

恐
慌
期
）
 

十
六
億
三
千
」
ハ
百
」
十
五
 

万
円
 

※
銀
行
の
一
斉
休
業
に
端
を
発
 

し
、
と
り
つ
け
騒
ぎ
が
相
次
ぎ
 

郵
便
貯
金
え
の
預
替
え
が
急
増
 

し
た
。
 

6
、
昭
和
十
二
年
末
（
支
那
事
 

変
勃
発
）
 

三
十
八
億
九
千
百
三
十
七
 

こ
れ
ま
た
同
年
度
中
に
完
全
な
 
日
は
ひ
と
き
わ
明
る
く
輝
寺
し
 

万
円
 

望
の
給
水
が
可
能
と
な
り
ま
す
林
五
百
町
歩
の
松
、
杉
、
桧
S
 
額
が
示
さ
れ
『
必
勝
貯
蓄
運
動
 

先
ず
第
一
に
家
庭
の
主
婦
の
 
す
く
す
く
と
生
長
し
て
お
り
タ
 
』 
が
大
東
亜
戦
ま
で
続
け
ら
れ
 

お
喜
び
は
如
何
ば
か
り
か
と
お
 
す。 

・ 

た
0
 

察
し
致
し
ま
す
。
本
当
に
永
い
 

私
達
も
お
目
出
度
い
新
年
・
、
 

7
、
昭
和
十
六
年
末
（
大
東
亜
 

間
御
苦
労
様
で
し
た
。
 

寿
ぐ
と
共
に
、
心
を
合
わ
せ
い
 

戦
争
開
戦
）
 

種
々
横
た
わ
る
難
問
題
も
一
 
力
を
合
わ
せ
明
る
い
希
望
を
も
 

九
十
九
億
九
千
百
三
十
七
 

つー 

確
実
に
解
決
し
て
住
み
 
っ
て
本
年
も
亦
旧
に
倍
し
御
協
 

万
円
 

良
い
平
和
な
町
造
り
に
全
町
民
 
力
、
御
指
導
を
賜
り
つ
、
皆
繊
 
8
、 
昭
和
十
七
年
末
 

融
和
の
精
神
で
進
み
ま
し
よ
う
 
の
御
多
幸
を
願
い
新
年
の
御
挨
一
 

百
億
突
破
 

望
め
ば
東
の
方
、
香
春
岳
か
 
拶
を
申
上
げ
ま
す
o
 

)9
、
昭
和
二
十
年
末
（
終
戦
）
 

ら
さ
し
昇
る
さ
ん
さ
ん
た
る
初
 

」 

四
七
一
億
五
一
八
一
万
円
 

町
営
上
水
道
の
完
成
を
期
し
待
 
朝
日
を
受
け
て
山
々
て
廷
 
刈 
※
こ
の
年
よ
り
国
民
貯
蓄
目
標
 
※
廿
一
年
二
月
「
金
融
緊
急
措
 

県
下
初
の
特
別
団
体
営
か
ん
が
 
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
随
 

い
排
水
事
業
と
し
て
総
工
費
一
 

っ
て
昭
和
四
十
一
年
春
に
は
名
 

億
大
千
万
円
の
巨
費
を
投
じ
昭
 
実
共
に
郡
内
随
一
の
ダ
ム
と
し
 

昭
三
十
五
年
度
ょ
り
着
工
中
の
 
て
当
町
の
産
業
経
済
に
多
大
の
 

ダ
ム
サ
イ
ト
が
愈
A

三
十
九
年
効
果
を
発
揮
し
、
皆
様
の
御
期
 

弁
城
ダ
ム
の
完
成
迫
る
 

度
を
も
っ
て
完
成
し
、
来
年
度
 
待
に
充
分
副
い
得
る
も
の
と
確
 

の
奥
池
、
近
吉
の
両
幹
線
水
路
 
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
 

工
事
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
 
後
共
よ
り
一
層
の
御
協
力
の
程
 

た。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
各
 
お
願
い
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
 

位
の
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
と
 
ま
す
。
 

置
令
」
施
行
。
預
金
一
部
封
鎖
 

10 

、
昭
和
二
十
四
年
九
月
 

千
億
円
突
破
 

11 

、
昭
和
三
十
年
末
 

五
千
億
円
突
破
 

12 

、
昭
和
三
十
五
年
末
（
創
業
 

八
十
五
周
年
）
 

一
兆
円
突
破
 

13 

、
昭
和
三
十
九
年
十
月
十
五
 

日。 
二
兆
円
突
破
。
 

完成迫る弁城ダム、排水路より堤防を望む。 （点線は堤防） 
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（二） 第35 号 トつ う じ よ ほ
 

報
 

町
一
 
弁
城
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
ー
2
二が格七コース 

1
、
施
設
総
工
費
 

3
、
竣
工
式
月
日
 

参
百
壱
拾
四
万
円
 

昭
和
三
十
九
年
七
月
十
四
日
 

昭和40年1月15日 

『
三
十
九
年
の
あ
し
あ
と
 

産
炭
地
町
村
と
し
て
の
、
幾
多
の
課
題
を
抱
え
た
方
城
町
も
町
民
各
 

位
の
御
協
力
の
も
と
に
遂
次
懸
案
解
決
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

新
年
を
迎
え
る
に
当
り
倍
旧
の
御
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
と
共
に
 

三
十
九
年
の
施
設
行
政
の
足
あ
と
を
振
り
返
つ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
 

2
、
給
食
能
力
 

「
千
四
百
人
分
 

施
設
設
備
総
工
費
 

3
、
竣
工
月
日
 

八
百
弐
拾
五
万
参
千
円
 

昭
和
三
十
九
年
二
月
十
」
日
 

学校給食センター 弁城小学校水泳プール 

弁
城
小
学
校
々
舎
改
築
 

1
、
施
設
設
備
総
工
費
 

、 
壱
千
参
百
六
拾
参
万
義
夢
円
 

2
、
構
 
造
 

一 

鉄
筋
コ
ン
ク
 11 

ー
ト
二
階
建
 

て
 
（
八
教
室
）
 

3
．
竣
工
月
日
 

昭
和
三
十
九
年
九
月
二
十
九
日
 

広
谷
・
八
幡
町
線
道
路
改
良
工
事
 

着
 

工
 
九
月
三
十
日
 

竣
 
功
 

十
一
月
三
十
日
 

工
事
費
 

一
、
二
二
四
、
〇
〇
O
円
 

奥 池 改 良 工 事 

着 工 4月1日 竣 功 6月30日 

工事費 5 、l07 、000 円 

今
か
ら
十
六
年
前
の
一
九
四
 

八
年
十
二
月
十
日
は
世
界
人
権
 

官
「
」
ロ
が
国
際
連
合
総
会
に
お
い
 

て
採
択
さ
れ
世
界
の
人
々
が
平
 

和
を
確
立
す
る
た
め
に
は
人
権
 

尊
重
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
日
 

舎
 
で
あ
り
ま
す
o
 

鰍
 
私
た
ち
は
こ
の
記
念
日
を
迎
 

蛇
 
え
る
た
び
に
人
権
尊
重
の
声
を
 

佼

 
大
に
し
て
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
 

学

 
け
て
い
ま
す
。
 

小
 

民
主
化
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
 

城

 
私
達
の
社
会
生
活
の
中
に
は
未
 

弁

 
だ
封
建
的
な
考
え
方
、
習
わ
し
 

が
残
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
受
け
る
側
も
長
い
も
 

の
に
は
巻
か
れ
ろ
主
義
が
あ
り
 

こ
れ
が
重
う
て
人
権
が
無
視
き
 

れ
て
い
る
の
で
す
。
 

ま
た
自
分
の
人
権
の
み
を
主
 

昭
和
三
十
九
年
中
に
官
庁
や
 

会
社
（
炭
鉱
等
）
を
退
職
さ
れ
 

た
方
で
、
在
職
中
の
給
料
や
退
 

職
金
か
ら
所
得
税
を
納
め
た
人
 

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
納
め
 

た
税
金
が
か
え
さ
れ
る
場
合
が
 

あ
り
ま
す
。
 
そ
の
こ
と
に
つ
い
 

て
の
共
同
納
税
相
談
を
次
の
と
 

お
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
 

れ
る
方
は
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
 

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

な
お
出
席
で
き
な
い
人
は
来
る
 

二
月
十
六
日
か
ら
確
定
申
告
が
 

始
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
 

'
 

張
し
他
人
の
幸
福
（
利
益
）
を
一
役
」
の
暴
力
、
多
ぜ
い
の
人
の
 

考
え
な
い
人
が
多
い
か
ら
で
す
 
果
り
に
よ
る
力
な
ど
で
義
務
の
 

こ
れ
は
結
局
人
権
に
対
す
る
 
な
い
こ
と
を
強
要
し
た
り
或
は
 

自
覚
が
足
ら
な
い
か
ら
で
は
た
戸
‘
酷
使
や
虐
待
し
た
り
そ
の
他
色
 

い
で
し
よ
う
か
o
 

一
々
な
形
で
侵
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
人
権
は
こ
ん
な
に
し
て
侵
、
▼
人
権
を
守
る
た
め
に
は
 

き
れ
て
い
ま
す
o
 

‘ 

皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
よ
 

勃
」
競
難
醜
け
」
燕
繊
難
灘
 

〇
人
間
の
平
等
性
を
な
い
パ
 

擁
護
委
員
に
相
談
し
て
下
さ
い
 

し
ろ
に
し
て
差
別
待
遇
で
」
」
』
 

人
権
擁
護
機
関
で
は
内
容
が
 

り
 

づ
人
権
侵
犯
の
疑
い
あ
り
と
認
め
 

記
 

三
、
持
参
す
る
も
の
 

一、 

日
時
 

二
月
二
十
「
日
並
 

1
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
 

に
二
十
三
日
午
前
九
時
よ
 

2
退
撒
所
得
の
源
泉
徴
収
票
 

昭
和
三
十
九
年
中
に
 

退
職
き
れ
た
皆
さ
ん
へ
 

目
に
田
川
税
務
署
へ
お
い
で
下
 

り
午
後
四
時
ま
で
 

さ
い
。
 

二
、
場
所
 
田
川
市
役
所
 

議
事
堂
 
第
三
会
議
室
 

3
生
命
保
険
の
領
収
書
 

4
退
職
後
昭
和
三
十
九
年
十
 

二
月
ま
で
の
無
職
証
明
書
 

5
米
販
配
給
通
帳
 

6
印
鑑
 

以
上
こ
の
項
田
川
税
務
 

署
よ
り
 

'
 

人
権
週
間
に
つ
い
て
 

の
お
知
ら
せ
 

〇
法
律
の
定
め
に
よ
ら
ず
罰
 

し
た
り
身
体
の
自
由
を
不
法
に
 

東
縛
し
た
り
 

〇
軽
は
ず
み
な
人
の
う
わ
き
 

話
や
、
誤
っ
た
報
導
な
ど
で
人
 

の
名
誉
や
信
用
を
な
く
さ
せ
た
 

h
ノ
 〇

気
に
入
ら
な
い
と
言
っ
て
 

そ
の
人
や
、
そ
の
家
族
と
の
交
 

際
を
他
の
者
と
申
し
合
せ
村
八
 

部
し
た
り
 

〇
金
の
力
、
社
会
的
身
分
、
 

地
位
を
利
用
し
て
、
ま
た
「
顔
 

た
場
合
は
調
査
を
開
始
し
ま
す
 

そ
の
結
果
人
権
侵
犯
事
業
が
 

認
め
ら
れ
れ
ぱ
相
手
方
に
警
告
 

を
発
し
そ
れ
で
も
反
省
が
な
く
 

行
為
を
改
め
な
い
と
き
は
そ
れ
 

が
刑
罰
に
係
る
行
為
で
あ
る
場
 

合
は
告
発
の
手
続
を
と
る
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

人
権
擁
護
機
関
は
、
人
権
尊
 

重
の
思
想
を
普
通
す
る
こ
と
と
 

被
害
者
の
救
済
を
最
大
の
目
的
 

と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
等
の
機
関
を
大
い
に
利
 

ニ
葺
．
三
 

F
・
ニ
て
共
コ
二
」
三
i
一『
一
斗
ジ
二
り
「
三
ー
ゴ
】
 

ニ
ご
・
『
F

:！
一i
n
ゴ
『
一」」一F
…

F

 

見
六
・
八
幡
町
線
道
路
改
良
工
事
 

着
 

工
 

三
十
九
年
六
月
一
日
 

竣
 
功
 
三
十
九
年
十
一
月
三
十
日
 

工
事
費
 
六
、
o
九
四
、
o
o
O
円
 

用
し
て
下
さ
い
。
 

▼
法
律
扶
助
制
度
に
つ
い
て
 

私
達
が
法
冶
国
家
の
国
民
と
 

し
て
今
日
の
社
会
生
活
を
営
ん
 

で
い
く
う
え
に
お
い
て
は
何
ら
 

か
の
形
の
上
で
法
律
に
訴
え
て
 

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
 

題
が
少
く
な
い
の
で
あ
っ
て
世
 

界
人
権
官
「
」
ロ
第
八
条
に
も
「
す
 

べ
て
人
は
憲
法
又
は
法
律
に
よ
 

っ
て
与
え
ら
れ
た
基
本
的
権
利
 

を
侵
害
す
る
行
為
に
対
し
権
限
 

を
有
す
る
国
内
裁
判
所
に
よ
る
 

効
果
的
な
救
済
を
受
け
る
権
利
 

を
有
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
 

り
、
わ
が
国
憲
法
に
も
同
様
の
 

規
定
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
訴
訟
を
要
す
る
諸
 

経
費
の
負
担
に
堪
え
な
い
が
故
 

に
こ
の
権
利
を
行
使
し
得
な
い
 

者
が
あ
り
そ
の
救
済
の
た
め
に
 

財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会
が
設
 

立
さ
れ
て
大
い
に
業
績
を
残
し
 

て
い
ま
す
。
 

今
年
は
法
律
扶
助
協
会
に
対
 

す
る
国
か
ら
の
補
助
金
が
一
躍
 

五
千
万
円
に
増
額
さ
れ
て
い
ま
 

す。 こ
の
協
会
は
各
都
道
府
県
に
 

ー
ケ
所
づ
つ
の
支
部
を
設
け
そ
 

の
地
の
弁
護
士
会
の
事
務
所
内
 

に
あ
り
ま
す
の
で
法
律
扶
助
の
 

申
込
は
最
寄
り
の
弁
護
士
会
が
 

受
付
け
て
い
ま
す
。
 

田
川
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
 

は
次
の
人
達
で
す
。
 

田
川
市
 

二
村
武
雄
 
大
字
 

奈
良
九
四
〇
 
会
吐
員
 

伊
藤
正
行
 
大
字
伊
田
五
〇
 

〇
〇
 
会
社
員
 

小
坂
平
三
郎
 
大
字
伊
田
三
 

〇
〇
八
 
医
師
 

田
川
郡
 

添
田
町
 
中
村
喜
太
郎
 
大
 

字
添
田
「
二
〇
二
 

金
光
教
教
 

主
 香

春
町
 
吉
川
定
雄
 
大
字
 

中
津
原
二
六
〇
四
 
無
職
 

香
春
町
 
乾
浩
三
 

大
字
香
 

春
一
四
一
〇
 
会
社
員
 

金
田
町
 
桧
若
太
 
大
字
金
 

田
」
三
四
の
四
 
会
社
辻
長
 

糸
田
町
 
東
早
雄
 

一
八
四
 

六
 
会
社
重
役
 

赤
池
町
 
荒
木
利
雄
 
大
字
 

赤
池
一
八
「
の
一
 

無
職
 

m
崎
町
 
今
村
雄
吉
 
大
字
 

田
原
九
六
七
 
農
業
 

川
崎
町
 
中
山
朝
言
 
大
字
 

池
尻
一
〇
七
五
 
無
職
 

川
崎
町
 
服
部
忠
次
郎
 
大
 

字
川
崎
七
八
の
一
 

薬
商
 

川
崎
町
 
重
藤
一
雄
 
大
字
 

安
真
木
一
四
五
六
 
農
業
 

方
城
町
 
仲
村
司
 
大
字
伊
 

方
二
二
六
三
 
農
業
 

大
任
町
 
白
川
常
三
郎
 

大
 

字
今
任
原
三
五
〇
〇
 
商
業
 

赤
村
 
三
角
節
蔵
 
大
字
赤
 

三
一
一
〇
〇
 

農
業
 

以
上
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シ
し
一
？
・
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一
し
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・
誓
パ
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三
4
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へ
 

》
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1
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J
 

ー

」

 

ー

！

、

 

、
 

の
 )

 
?
 
(
 

大） 
‘

 
ノ
／
 

火
災
の
多
発
期
に
 

な
り
ま
し
た
 

特
に
電
気
、
石
油
、
ガ
ス
器
 

具
等
の
普
及
に
上
り
こ
の
傾
 

向
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
0
 

器
具
の
取
扱
い
に
は
充
分
気
 

を
つ
け
ま
し
上
う
ノ
・
 

1
 

、
 

、 


